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ユーザー ガイド 

HP では、当社製品が環境に与える影響を減らすための取り組みを行っています。この取り組 
みの 一環として、 コンピューターのハード ドライブ上の [ヘルプとサボート] に 『ユーザー ガイ 
ド』および [ラーニングセンター] を含めています。追加のサポート情報および『ユーザーガ 
イド』の最新版を Web サイトで参照できます。 

Windows ユーザー 


© 各種 ユーザー ガイドを參照するには、[スタート]—[ヘルプとサボート]— [ユーザー ガイド]の順 
にクリックします。 


Linux ユーザー 


© 各種 ュー ザ ー ガイドについては、お使いのコンピュ ー タ ー に付属の 『User Guides 』 （ュー 
ザーガイド）ディスクを參照してください。 


ビジネスノー トブックコンピューター用登録サービス 


最新ドライバー、パッチ、および情報などで、この製品を最新の状態に保てます。メール 
ニュースの配信を希望する場合は、 http://www.hp_com/go/alerts/ でご登録ください。 










使用許諾契約書 ( EULA ) 

このコンピューターにプリインストールされている任意のソフトウェア製品をインストール、 
複製、ダウンロード、またはその他の方法で使用することによって、お客様は HPEULA の条 
件に従うことに同意したものとみなされます。これらのライセンス条件に同意されない場合、 
未使用の完全な製品（付属品を含むハードウェアおよびソフトウェア）を14日以内に返品し、 
購入店の返金方針に従って返金を受けてください。 より詳しい情報が必要な場合またはコン 
ピューターの返金を要求する場合は、お近くの販売店にお問い合わせください。 

サポート窓口へのお問い合わせ 

『ューザーガイド』または [ラーニングセンター] で説明されている情報を参照しても問題が解 
決しなかった場合は、 HP の Web サイト、 http :// welcome . hp . com / country / jp / ja / contact _ us . html を参 
照して HP のサボート窓口にお問い合わせください。 

上記の Web サイトでは、以下のようなサービスを利用できます。 

■ HP サポートェンジニアとのオンラインチャット 

■ 電子メールでのサポート窓口へのお問い合わせ 

■ HP 販売店の検索 

Web サイト以外のお問い合わせ方法につきましては、製品に付属の『サービスおよびサポート 
を受けるには』をご覧ください。 

シリアル番号ラベル情報 

コンピューターの裏面に貼付されているシリアル番号ラベルには、サボート窓口に問い合わせ 
る場合に必要になることがある重要な情報が記載されています。 
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保証に関する情報 

お使いの製品に適用される HP 限定保証規定は、日本向けの日本語モデルの製品では、製品に 
同梱されている『サービスおよびサポートを受けるには』に記載されています。印刷物が添付 
されていない国または地域では、コンピューターの [スタート] メニューまたは付属の CD/DVD 
に明示的に記載されています。印刷物として保証規定が提供されていない国または地域では、 
http :// www . hp . com / go / orderdocuments / (英語サイト）でオンラインで申し込むか、または下記宛 
てに郵送で申し込むことで、印刷物のコピーを入手できます。 

北米： 

Hewlett Packard , MS POD , 11311 Chinden Blvd , Boise , ID 83714, USA 

ヨー ロ ッ パ、 中東、アフリカ： 

Hewlett - Packard , POD , Via G . Di Vittorio , 9, 20063, Cemusco s/Naviglio ( MI ), Italy 

アジア太平洋： 

Hewlett - Packard , POD , P .0. Box 200, Alexandra Post Office , Singapore 911507 

郵送で申し込む場合は、お使いの製品番号、保証期間（シリアル番号ラベルに記載されていま 
す）、お客様のお名前、および郵送先の住所を明記してください。 
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第 1 章次の手順 


コンピューターをセットアップしたら、コンピューターの使用を開始する前に、こ 
のガイドに記載されている重要な作業を行う必要があります。たとえば、有線/無線 
ネットワーク機能のセットアップ手順などです。また、コンピューターの保護およ 
び手入れに役立つ情報も記載しています。まずこの章をすべて読み、必要な作業お 
よび詳細情報の参照先について確^^します。詳しくは、該当する章を参照してくだ 
さい。なお、日本ではコンピューター本体の登録は行っていませんので、コンピュー 
ターをセットアップするときに登録画面が表示された場合は、 [省略] または [スキッ 
プ] などを選択して次に進んでください。 

コンピュ^ータ^一の各部の名称および位置について確認するには、 [スタート]4[ヘル 
プとサボート]—[ユーザーガイド] の順にクリックして、『ューザーガイド』を参照 
してください。 

[HP QuickWeb] の概要（一部のモデルのみ） 

コンピューターをセットアップしたら 、 [HP QuickWeb] を有効にできます。 
Microsoft ® Windows ® オペレーティングシステムを起動することなく、音楽、デジタ 
ル写真、および Web にすばやくアクセスできます。詳しくは、「第3章 [HP QuickWeb] 
の使用（一部のモデルのみ）」を参照してください。 

リカバリディスクの作成 

コンピューターをセットアップしたら、まず工場出荷時のイメージ全体のリカバリ 
ディスクを作成する必要があります。システムの動作が不安定になった場合または 
障害が発生した場合、オペレーティングシステムおよびソフトウェアプログラムを 
復元するためにリカバリディスクが必要です。手順については、「第7章バックアッ 
プおよび復元 （ Windows のみ）」を参照してください。 

インターネットへの接続 

リカバリディスクを作成したら、有線または無線ネットワークをセットアップしま 
す。ネットワークをセットアップすると、電子メールを送受信したり、インターネッ 
卜に接続したりできるようになります。詳しくは、「第5章ネットワーク」を参照し 
てください。 
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第 1 章次の手順 


ウィルス対策ソフトウェアのアップデート 

インターネットへ接続したら、必ずお使いのウィルス対策ソフトウェアをアップ 
デ'ートしてください。ソフトウェアはコンピュ'ータ'一にプリインスト ' ールされてお 
り、試用期間中は無料でアップデートできます。ウィルス対策ソフトウェアは、ウィ 
ルスによる攻撃からお使いのコンピューターを保護するために役立ちます。詳しく 
は、「第4章コンピューターの保護」を参照してください。 

コン ピューターに関する情報の確認 

以上の作業が完了したら、コンピューターの機能についてより詳しく調べたり、別 
売の外付けオーディオデバイスなどの追加コンポーネントをセットアップしたり 
します。 

コンピュ^ーター上の [ヘルプとサポート] の [ユーザーガイド] から『ュ^ーザ^ーガイド』 
を確認してください。『ューザーガイド』には、コンピューターの使用に関する詳 
しい情報が記載されています。『ューザーガイド』の参照方法については、「第2章 
情報の確^^」を参照してください。 

コンピューターに搭載されているェンターテイメント機能、および各機能に関する 
詳細情報の参照先を、以下に示します。 

■ マルチメディアソフトウェア： コンピューターには [HP MediaSmart] などのマル 

チメディアソフトウェアがプリインストールされています。 [HP MediaSmart] を 
使用すると、コンピューターを持ち運び可能なェンターテイメントツールとして 
利用できます。詳しくは、「第6章ソフトウェアの使用」を参照してください。 

■ 才 _ ディオ： コンピュータ^一にはスピ^ーカ^一が内蔵されています。内蔵スピー 
カーの使用について、および別売の外付けオーディオデバイスのセットアップ 
について詳しくは、 [ヘルプとサボー ト] の [ユーザー ガイド] から 『ューザー ガ 
イド』を参照してください。 

■ ビデオ： 別売のディスプレイデバイスまたは HDMI (High Definition Multimedia 
Interface ) デバイスをコンピューターに接続できます。オプティカルドライブ 
(一部のモデルのみ）を使用して HD 対応の映画を視聴することもできます。ビ 
デオ機能について詳しくは、 [ヘルプとサポ _ 卜] の [ユーザ _ ガイド] から『ュー 

ザーガイド』を参照してください。 


一部のモデルのコンピューターでは、 映画を視聴す るために [HP MediaSmart ] ソフト ウェ 
アを使用する必要があります。 
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第 1 章次の手順 


■ Web カメラ： 高感度イメージテクノロジ搭載の調節式カメラおよび内蔵マイク 
から構成される Web カメラは、インスタントメッセージプログラムでの使用に 
最適です。 Web カメラについて詳しくは、 [ヘルプとサボート] の [ユーザーガイ 
ド] から『ユーザーガイド』を参照してください。 
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第 2 章情報の確認 


電子版ガイドの確認 

電源の管理、ドライブ、メモリ、セキュリティ、およびその他の機能など、コン 
ピュ^ータ'一の機能およびコンポ'ーネントについて詳しくは、 [スタ _ 卜] — [ヘルプと 
サポ _ 卜] — [ユー ザ ー ガイド] の順にクリックします。 [ヘルプと サポ ート] の [ユー 

ザーガイド] から『ユーザーガイド』を参照する場合、インターネットに接続する 
必要はありません。 



一部のモデ^^のコンピューターでは、 『ユーザー ガイド』が付属の 『User Guides 』 （ユー 
ザーガイド）ディスクに収録されている場合もあります。 
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第 2 章情報の確認 


詳細情報の確認 


[ヘルプとサボート] では、『ユーザーガイド』以外の場所からも、オペレーティング 
システム、ドライバー、トラブルシューティングツール、およびサポート窓口への 
お問い合わせに関する情報を確認できます。 [ヘルプとサボート] にアクセスするに 
は、 [スタート]—[ヘルプとサポート] の順にクリックします。お住まいの国または地 
域のサポート情報については、 http :// www . hp . com / support / でお住まいの国または地域 
を選択して、画面の説明に沿って操作してください。 


警告：操作する人の健康を損なわないようにするため、『快適に使用していただくために』をお 
読みください。正しい作業環境の整え方や、作業をする際の正しい姿勢、および健康上/作業上 
の習慣について説明しています。また、重要な電気的/物理的安全基準についての情報も提供し 
ています。 [ヘルプとサボート] からこの文書を參照するには、 [スタート]—[ヘルプとサボート] 
—[ユーザーガイ ド ] の順にクリックします。 一 部のモデルでは付属の 『User Guides 』 （ューザー 
ガイド）ディスクにも収録されています。また、 HP の Web サイト （ http://www.hp.com/ergo/ 
から [日本語] を選択します）からも入手できます。 


安全情報および規定情報について、およびバッテリの処理については、『規定、安 
全、および環境に関するご注意』を参照してください。 [ヘルプとサボート] からこの 
文書を参照するには、 [スタート] — [ヘルプとサボート] — [ユーザーガイド] の順にク 

リックします。一部のモデルでは付属の 『 UserGuides 』 ディスクにも収録されてい 
ます。 


6 


基本操作ガイド 






第 3 章 [HP QuickWeb ] の使用 
(一部のモデルのみ） 

[HP QuickWeb] は、 Windows オペレーティングシステムとは別の、オプションのイ 
ンスタント起動環境です。 [HP QuickWeb] を使用すると、 Windows を起動すること 
なく、 Web ブラウザーやその他の通信およびマルチメディアプログラムにすばやく 
アクセスできます。 [HP QuickWeb] は、電源を入れてから数秒で使用できるように 
なり、以下の機能を備えています。 

■ Web ブラウザー：インターネットを検索および参照したり、お気に入りの Web 
サイトへのリンクを作成したりします。 

■ チャット ： [Google Talk]、[Windows Live Messenger] 、 [Yahoo! Messenger ]、 そ 

の他のプロバイダーなどの複数のインスタントメッセージングプログラムを 
使用して友人とチャットします。 

■ Skype : [Skype] は他の [Skype] ユ^ーザ^一と無料で通信できるボイスオ^ーバ^ー イ 
ンターネットプロトコル （ VoIP ) です。 [Skype] を使用すると、電話会議やビ 
デオチャットを行ったり、固定電話へ長距離電話をかけたりできます。 

■ Web メール： Yahoo 、 Gmail , その他の Web メールプロバイダーを使用して、電 
子メールを表示したり送信したりします。 

■ Web カレンダー：お気に入りのオンラインカレンダープログラムを使用して、 
スケジュールを表示、編集、および整理します。 

■ 音楽プレーヤー：お気に入りの音楽を聴いたり、プレイリストを作成したりし 
ます。 

■ フォトビューアー：写真を参照したり、アルバムを作成したり、スライドショー 
を表示したりします。 


基本操作ガイド 
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第 3 章 [ HPQuickWeb ] の使用（一部のモデルのみ) 


[HP QuickWeb] の最初のセットアップ 

Windows のセットアッププロセスが完了した後、初めてシステムを起動すると 、 [HP 
QuickWeb] のセットアップ画面が表示されます。画面の説明に沿って操作し 、 [HP 

QuickWeb] を有効にします。プログラムを起動するには 、 [HP QuickWeb] の [Home] 

( ホーム）画面にあるアイコンをクリックします。 


このセクションの図は、お使いの [HP QuickWeb ] の [ Home ] 画面と若干異なる場合があり 
ます。 



^以降のセクションでは 、 [HP QuickWeb ] のセットアッププロセスを完了し 、 [HP QuickWeb ] 
を有効にしていることを前提にしています。詳しくは 、 [HP QuickWeb ] ソフ トウ エアのへ 
ルプを参照してください。 
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第 3 章 [ HPQuickWebl の使用（一部のモデルのみ) 


[HP QuickWeb ] の使用 

[HP QuickWeb] を使用すると、 Windows を起動することなく、数秒で Web ブラウザー 
やその他の通信およびマルチメディアプログラムにアクセスできます。コンピュー 
ターの電源が切れているときに [HP QuickWeb] を起動するには、以 T の手順で操作 
します。 

1. コンピューターの電源を入れます。 [HP QuickWeb] の [Home] (ホーム）画面が 
表示されます。 

2. [HP QuickWeb] の [Home] 画面にあるアイコンをクリックして、プログラムを起 
動します。 


[HP QuickWeb] を有効にすると、コンピューターの電源を入れるたびに [HP QuickWeb] が 
起動し、 [Windows の起動 ]アイコンの上に自動タイマーが表示されます。15秒間マウスを 
動かさないか、 キーを 押さない状態が続いた場合 、 Microsoft Windows が起動します 。 [HP 
〇 uickWeb] のタイマーおよびタイマーの 設定変更に ついて詳しくは 、 [HP QuickWeb] ソフ 
トウエアの ヘルプを 参照してください。 


Microsoft Windows の起動 


[HP QuickWeb] を有効にすると、コンピューターの電源を入れるたびに [HP QuickWeb] が 
起動します 。 [HP QuickWeb] のタイマーおよびタイマーの設定変更について詳しくは、 
[HP QuickWeb] ソフトウエアのヘルプを参照してください。 


Microsoft Windows を起動するには、以下の手順で操作します。 

1. コンピューターの電源を入れます。 [HP QuickWeb] の [Home] 画面が表示されま 
す 。 

2. 15秒間マウスを動かさないか、キーを押さない状態にして Microsoft Windows を 
起動するか、 [HP QuickWeb] の [Home] 画面の左端にある [Windows の起動 ] アイ 

コンをクリックします。 Windows を起動するかどうかを確認するダイアロ 
グボックスが表示されます。 [はしヽ] をクリックします。 


このダイアログボックスの[ 電源投入によって Windows を初期設定のシステムとして起 
動する ]をクリックすると 、 [HP QuickWeb] が無効になります 。 [HP QuickWeb] を再び有 
効にするには、次の 「[HP QuickWeb] のオン/オフの切り替え」を参照してください。 


基本操作ガイド 
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第 3 章 [HPQuickWeb] の使用（一部のモデルのみ) 


[HP QuickWeb ] のオン/オフの切り替え 

Windows オペレーテイングシステム内から [HP QuickWeb ] を無効または再び有効に 
するには、以下の手順で操作します。 

1. [スタート] — [すべてのプログラム] —[HPQuickWeb]—[HP QuickWeb 構成ツー 

ル] の順にクリックします。 

2. [状態] タブをクリックして、 [有効] または [無効] チェックボックスにチェックを 
入れます。 

3. [OK] をクリックします。 

[HP QuickWeb 構成ツール] は、 [スタート] — [コントロールパネル]—[表示方法] 矢印 

の順にクリックすることによってもアクセスできます。 [大きいアイコン] または [小 
さいアイコン] を選択して 、 [HP QuickWeb 構成ツール] を確認します。 


[HP QuickWeb ] の操作ボタンの確認 

以下の表に 、 [HP QuickWeb] の操作ボタンを示します。 


アイコン 



説明 

Windows オペレーテイングシステムを起動します 


面 


コンピューターをシャツトダウンします 


[Home] (ホーム）画面に戻ります（一部のモデルのみ) 
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第 3 章 [ HPQuickWebl の使用（一部のモデルのみ) 


起動 バーのアイコンの確認 

以下の表に 、 [HP QuickWeb] のアイコンを示します。 


アイコン説明 



Web ブラウザーを起動します。お気に入りの Web サイトをブックマークしたり、 Web 
ページを表示したりできます 


逸 


チヤツト用アプリケーシヨンを起動します。 [Google Talk]、[Windows Live Messenger]、 
[Yahoo! Messenger]、 およびその他のプロバイダーに対応しています 



[Skype] を起動します。これは、他の [Skype] ューザーと無料で通信できるボイスオー 
バーインターネット プロトコル （VoIP) です 


Web メール用アプリケーションを起動して、 Gmail、Yahoo、 その他の Web メールプロ 
バイダーなどの、 Web ベースの電子メールプログラムを表示できるようにします 



Web カレンダーを起動して、お気に入りのオンラインカレンダーのプログラムを使用 
してイベントのスケジュールを設定したり、イベントを管理したりできるようにしま 
す 


S 音楽プレーヤーを起動します。ハードドライブまたは外付けドライブに保存されてい 
る音楽を選択して再生します。 .mp3, .aac (MPEG-4) 、および才ーデイオ CD 形式を 
サポ _ 卜しています 




フォトビューアーを起動します。ハードドライブまたは外付けドライブに保存されて 
いる写真を參照します。 _jpg、.png、.gif、.tiff、 および一部の. raw 形式をサボートして 
います 


基本操作ガイド 
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第 3 章 [ HPQuickWeb ] の使用（一部のモデルのみ) 


通知アイコンの確認 

以下の表に、通知アイコンを示します。 


アイコン説明 


□ USB ドライブが存在することを示します。 USB ドライブが挿入されている場合は、 
[ USB ] アイコンを含む [File Manager ] (ファイルマネージャ ー） のウインドウが開きま 
す 。 [File Manager ] のウインドウを開くには、 [USB] アイコンをクリックします。デバイ 
スを安全に取り出すためのメニューを開くには、 [USB] アイコンを右クリックします 



ネットワークが接続されていることを示します。[ネットワーク]ダイアログボックス 
を開くには、[ネットワーク]アイコンをクリックします 


ネットワークが切断されていることを示します。[ネットワーク]ダイアログボックス 
を開くには、[ネットワーク]アイコンをクリックします 


m 


スピ _ 力 _ やマイクの音量を調整します。[ボリュ _ ムコントロ _ ル]ダイアログボツ 
クスを開くには、[ボリュームコントロール]アイコンをクリックします 


音が消えていること（ミュート）を示します。音を元に戻すには、このアイコンをク 
リックします 


□ [設定]パネルを起動します。[設定]パネルを使用して、日付や時刻などの [HP QuickWeb ] 
の設定を変更します 


コンピューターが外部電源に接続されていることを示します。コンピューターが外部 
Q \ ；| 電源に接続されている場合は、電源コードが付いたバッテリのアイコンが表示されま 
msM to このアイコンでは電源設定も調整できます 


バッテリの充電状態を示し、コンピューターが外部電源に接続されていないことを示 
します。コンピューターがバッテリ電源で動作している場合は、バッテリのみのアイ 
U 〕ンが表示されます 

■ コンピューターが外部電源に接続されている場合は、電源コードが付いたアイコン 
が表示されます 

■ コンピューターがバッテリ電源で動作している場合は、バッテリのみのアイコンが 
表示されます 


充電状態は、[バッテリ]アイコンの色で示されます 
■ 緑色：充電済み 
■ 黄色：口ーバッテリ状態 
■ 赤色：完全な口ーバッテリ状態 

電源設定を調整するためのメニューを表示したり、バッテリ容量に関する情報を表示 
したりするには、 [/ 《ッテリ]アイコンをクリックします 



[HP QuickWeb ] ソフトウェアの ヘルプを 表示します 
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第 3 章 [ HPQuickWebl の使用（一部のモデルのみ) 


[設定]パネルの使用 

1. コンピューターの電源を入れた後、 [設定] アイコンをクリックします。 [設定] パ 
ネルの選択ボックスが表示されます。 

2. 変更するシステム設定に対応するアイコンをクリックします。以下のどれかか 
ら選択します。 

□ [日時] 

□ [入力言語] 

□ [言語とキーボード] 

□ [ネットワーク] 

□ [環境設定] 

□ [画面設定] 

□[ボリユームコントロ ール] 

□ [アプリケーション] 

[設定] パネルでの設定の変更について詳しくは、 [HP QuickWeb] ソフトウェアの 
ヘルプを参照してください。 

ネットワークの設定 

[HP QuickWeb 構成ツール]を使用すると、無線接続をセットアップできるように [HP 
QuickWeb ] を設定できます。このツールにアクセスするには、[設定]アイコン—[ネッ 
トワーク]の順にクリックし 、 [Enable Wi - Fi ] (無線 LAN を有効にする）チヱックボッ 
クスにチェックを入れます 。 [HP QuickWeb ] および Windows を使用した無線接続の 
セットアップについて詳しくは、「第5章ネットワーク」および [HP QuickWeb ] ソフ 
トウエアのヘルプを参照してください。 


基本操作ガイド 
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第 3 章 [ HPQuickWeb ] の使用（一部のモデルのみ) 


音楽の再生 

音楽を再生するには、以下の手順で操作します。 

1. 起動バーの [音楽] アイコンをクリックします。音楽プレーヤーが表示されます。 

2. 音楽プレーヤーのウィンドウの左側で、音楽ファイルが含まれるディレクトリ 
に移動します。このディレクトリは、ハードドライブまたは外付けドライブの 
どちらにあってもかまいません。 

3. ウィンドウの右側にある#覧から、再生する音楽ファイルをクリックします。 

4. 音楽の選択を完了したら、ウィンドウの右 T にある [再生] アイコンをクリックし 
ます。 

写真の參照 

写真を表示するには、以下の手順で操作します。 

1. 起動バ^一の [写真] アイコンをクリックします。フォトビュ^一 了 一が表示されま 
す。 

2. フォトビューアーのウィンドウの左側で、写真が含まれるディレクトリに移動 
します。このディレクトリは、ハードドライブまたは外付けドライブのどちら 
にあってもかまいません。フォトビューアーのウィンドウの右側には、選択さ 
れたディレクトリ内のすべての写真のサムネイルビューが表示されます。 

3. 表示する写真のサムネイルをダブルクリックします。 

写真のサムネイルビュ'一がフォトビューア'一のウィンドウの右下に表示され 
ます。それらのサムネイルの上に、選択された写真のより大きなビューが表示 
されます。 

4. 右向き矢印キーまたは左向き矢印キーを押すか、または次に拡大するサムネイ 
ルイメージをクリックすることによって、サムネイルビュー内を移動します。 
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第 3 章 [ HPQuickWebl の使用（一部のモデルのみ) 


[チヤット]を使用したインスタントメッセージの作成 

[チヤツト] は 、 [Google Talk]、[Windows Live Messenger ]、[ Yahoo ! Messenger ]、 およ 

びその他のプロバイダーに対応したインスタントメッセージングプログラムです。 

インスタントメッセージングセッシヨンを開始するには、以下の手順で操作します。 

1. 起動バ^一の [チヤット] アイコンをクリックします。友人の一覧ウィンドウと設定 
ツ'ールが表示されます。 

2 . 友人の一覧ウインドウで、 [ヘルプ] をクリックして、インスタントメッセージ 
ング プロトコ ル用の [チヤット] の設定やアカウントの セッ トアップに関する情 
報を入手します。また、既存のインスタントメッセージングアカウントと連携 
するように [チヤット] を設定することもできます。 

[ Skype ] を使用したインターネット電話の利用 

[ Skype ] は、他の [ Skype ] ユーザーと無料で通信できるボイスオーバーインターネッ 

トプロトコル （ VoIP ) です。また、多くの長距離電話会社の料金より低いコストで、 

固定電話への長距離電話をかけることもできます。 

[ Skype ] のアカウントがすでに設定されている場合に、 [ Skype ] を使用して電話会議 

またはビデオチヤットを開始するには、以下の手順で操作します。 

1. 起動バーの [ Skype ] アイコンをクリックします。 [[ Skype ] にサインイン]ウィンド 
ウが表示されます。 

2. Skype 名およびパスワードを入力して、 [サインイン] をクリックします。 

3. 画面の説明に沿って操作し、電話会議またはビデオチヤットを開始します。 

[ Skype ] のアカウントが設定されていない場合に、 [ Skype ] を使用して電話会議また 

はビデオチヤットを開始するには、以下の手順で操作します。 

1. 起動バーの [ Skype ] アイコンをクリックします。 [[ Skype ] にサインイン]ウィンド 
ウが表示されます。 

2. [アカウントを開設]リンクをクリックします。 

3. 処理を続行する前に、[新規アカウントの作成]ウィンドウの一番下のリンク情 
報を参照して、利用規約および [ Skype ] を使用することで発生する可能性のある 
料金について確認してください。 


[ Skype ] の 使用に ついて詳しくは、ソフトウェアのヘルプを 参照して ください。 


基本操作ガイド 
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第 4 章コンピューターの保護 


ウィルスからのコンピューターの保護 

コンピューターで電子メールを使用したりインターネットにアクセスしたりする場 
合、コンピューターがコンピューターウィルスの危険にさらされます。コンピュー 
ターウィルスに感染すると、オペレーティングシステム、プログラム、ユーティリ 
ティなどが使用できなくなったり、正常に動作しなくなったりすることがあります。 

ウィルス対策ソフトウエアを使用すると、既知のウィルスを検出および駆除したり、 
多くの場合はウィルスの被害にあった箇所を修復したりできます。新しく発見され 
たウィルスからコンピューターを保護するには、ウィルス対策ソフトウエアを最新 
の状態にしておく必要があります。 

コンピューターには、 [Norton Internet Security ] がプリインストールされています。 

■ プリインストールされているバージヨンの [Norton Internet Security ] は、使用開 

始後60日間は無料でアップデートできます。無償アップデート期間の終了後も、 
延長アップデートサービスを購入してコンピューターを最新のウィルスから 
保護することを強くおすすめします。 

■ [Norton Internet Security ] にアクセスしたり、ソフトウエアに関する詳しい情報 
を調べたりするには、 [スタート] — [すべてのプログラム] — [Norton Internet 
Security ] の順にクリックします。 

システムファイルの保護 

オペレーティングシステムやバックアップおよび復元用ソフトウエアには、システ 
ムのバックアップとシステムの機能を最適な状態に復元するためのいくつかの方法 
が用意されています。それらの情報については、「第7章バックアップおよび復元 
( Windows のみ）」を参照してください。 


基本操作ガイド 
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第 4 章コンピューターの保護 


プライバシーの保護 

コンピューターで電子メールやネットワークを使用したりインターネットにアクセ 

スしたりする場合、使用者や使用しているコンピューターの情報を第三者が不正に 

取得してしまう可能性があります。 

コンピューターのプライバシー保護の機能を最大限に活用するため、以下のように 

してください。 

■ オペレーティングシステムおよびソフトウェアを最新の状態に保ちます。ソフ 
トウェアアップデートの多くは、セキュリティを強化するためのものです。 

■ ファイアウォールを使用します。ファイアウォールソフトウェアは、お使いの 
コンピューターでの受信の流れを監視し、指定のセキュリティ基準を満たさな 
いメッセージを遮断します。一部のファイアウォールは、送信の流れも監視し 
ます。 

サージ電圧からのコンピューターの保護 

不安定な電力供給や雷などによって発生する可能性のあるサージ電圧からコン 

ピューターを守るために、以下の点に注意してください。 

■ コンピューターの電源コードを、別売の 高品質な サージプロテクターに 接続し 
てくだ さい。サージプロテクターは、‘般のコンピューター 販売店や電化製品 
店で購入できます。 

■ 雷が発生している間は、コンピューターをバッテリ電源で動作させるか電源を 
切って、電源コ^ードおよびネットワークケ^ーブルなど、コンピュ^ータ^一に接続 
されているコ^ー ドやケ'ーブル類を抜いてください。 

■ モデムへのサージ対策が必要な地域では、モデムを電話回線に接続するモデム 
ケーブルにもサージ対策を行ってください。多くの地域で、電話回線用のサー 
ジプロテクターは、一般のコンピューター販売店や電化製品店で購入できま 
す0 


コンピユーターのシャツトダウン 

コンピューターをシャツトダウンするには、以下の手順で操作します。 

1. データを保存し、すべてのプログラムを終了します。 

2. [スタート]—[シャツトダウン] の順にクリックします。 
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第 4 章コンピューターの保護 


コンピューターを安全に使用するために 


警告：感電や装置の損傷を防ぐため、必ず以下の注意事項を守ってください。 

■ 電源コードは、製品の近くの手が届きやすい場所にある電源コンセントに差し込んでくださ 
い。 

■ コンピューターへの外部電源の供給を完全に遮断するには、電源を切った後、電源コードを 
コンピューターからではなくコンセントから抜いてください。 

■ 安全に使用するため、必ず電源コードのアース端子を使用して接地してください。 


警告：操作する人の健康を損なわないようにするため、『快適に使用していただくために』をお 
読みください。正しい作業環境の整え方や、作業をする際の正しい姿勢、および健康上/作業 
上の習慣について説明しています。また、重要な電気的/物理的安全基準についての情報も提 
供しています。『快適に使用していただくために』を參照するには、 [スタート]— [ヘルプと サ 
ポート]—[ユーザーガイド] の順にクリックします。一部のモデルでは付属の 『User Guides』 
(ユーザーガイド）ディスクにも収録されています。また、 HP の Web サイト 
(http://www.hp.com/ergo/ から[日本語]を選択します）からも入手できます。 


警告：火傷やコンピューターの過熱を防ぐために、ひざの上に直接コンピューターを置いて使 
用したり、通気孔をふさいだりしないでください。コンピューターは、机のようなしっかりと 
した水平なところに設置してください。通気を妨げるおそれがありますので、隣にプリンター 
などの表面の硬いものを設置したり、枕や毛布、または衣類などの表面が柔らかいものを敷い 
たりしないでください。また、 AC アダプターの動作中に長時間 AC アダプターを皮膚、または 
枕や毛布、衣類などの表面が柔らかいものに接触させないでください。お使いのコンピューター 
および A しアダプターは、 International Standard ror safety of Information Technology Equipment 
(IEC 6095 0) で定められた、ューザーが触れる表面の温度に関する規格に準拠しています。 


I警告：安全に関する問題の発生を防ぐため、この製品を使用する場合は、製品に付属していた 
AC アダプターかバッテリ、 HP が提供する交換用 AC アダプターかバッテリ、または HP からオプ 
シヨン製品として購入した互換性のある AC アダプターかバッテリだけをお使いください。指定 
以外の AC アダプターやバッテリを使用すると、怪我や事故、および機器の故障の原因となるこ 
とがあります。 


基本操作ガイド 
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第 4 章コンピューターの保護 


安全情報および規定情報について、およびバッテリの処理については、『規定、安 
全、および環境に関するご注意』を参照してください。[ヘルプとサボート]からこの 
文書を参照するには、[スタート] — [ヘルプとサボート] — [ユーザーガイド]の順にク 

リックします。一部のモデルでは付属の 『User Guides』 ディスクにも収録されてい 
ます。 
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第 5 章ネットワーク 


%インターネツト用ハードウエアおよびソフトウエア機能は、コンピューターのモデルお 
よびお使いの場所によって異なる可能性があります。 


インターネットへの接続方法の選択 

コンピューターでは、以下の2つのインターネットへの接続方法がサポートされてい 
ます。 

■ 無線：モバイルインターネット接続には、無線接続を使用できます。コンピュー 
ターの既存のネットワークへの追加または無線ネットワークのセットアップに 
ついて調べるには、「無線ネットワークのセットアップ」のセクションを参照し 
てください。 

■ 有線： RJ -11 (モデム）コネクタ（一部のモデルのみ）に接続されたモデムケー 
ブル（別売）を使用してサービスプロバイダーに電話回線で接続したり、 RJ -45 
(ネットワ^ー ク）コネクタを使用してブロ^ー ドバンドネットワ^ー クに接続した 
りして、インターネットに接続できます。 

コンピューターのネットワーク機能を使用して高速ブロー ドバンドインターネッ 
トサービスプロバイダー （ ISP ) に接続するには、以下のものを使用します。 

■ ケーブルモデム 

■ DSL (Digital Subscriber Line ) 

■ その他のサービス 

ブロードバンド接続には、インターネットサービスプロバイダーより提供される追 
加のハードウエアやソフトウエアが必要となる場合があります。 

Bluetooth ® デバイス （一部の モデルのみ）は、パーソナルエリアネットワーク （ PAN ) 
を確立して、他の Bluetooth 対応デバイス（コンピューター、電話機、プリンター、 
ヘッドセット、スピーカー、カメラなど）に接続します。 PAN では、各デバイスが 
他のデバイスと直接通信するため、デバイス同士が比較的近距離になければなりま 
せん（通常は約 10 m 以内)。 


Bluetooth テクノ ロジは、 [HP QuickWeb ] でサポートされていません。詳しくは、 Windows 
の [ヘルプとサボート] に収録されている『ユーザーガイド』を参照するか、一部のモデル 
に付属の 『UserGuides』 （ユーザーガイド）ディスクを参照してください。 
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インターネットサービスプロバイダー （ ISP ) の選択 

インターネットに接続する前に、インターネットサ^ー ビスをセットアップする必要 
があります。コンピューターに含まれる次のソフトウェアを使用して、新しいイン 
ターネットのアカウントを作成するか、またはコンピューターで既存のアカウント 
を使用するよう設定できます。 

■ Windows の[インターネットへの接続]ウイザード 


Windows の[インターネットへの接続】ウィザードの使用 

以下の場合は、 Windows の[インターネットへの接続]ウィザードを使用してインター 
ネットに接続できます。 

■ すでに ISP のアカウントを持っている場合 

■ ISP 提供のディスクがある場合 

■ インタ'ーネットアカウントを持っていないが、ウィザ'ード内の一*覧から ISP を 
選択する場合 （ ISP の一覧は地域によっては表示されない場合があります） 

■ 一覧にない ISP を選択し、その ISP から特定の IP アドレス、 POP 3、および SMTP 
設定などの情報が提供された場合 

Windows の[インターネットへの接続]ウィザードにアクセスしたりウィザードの使 
用手順を確認したりするには、[スタート]—[ヘルプとサボート]の順にクリックし、 
「インターネットへの接続ウイザード」と入力して検索します。 


ウイザード内で Windows ファイアウォールの有効/無効を選択する画面が表示された場合 
は、ファイアウォールを有効にします。 


Windows の [インターネットへの接続] ウイザードは 、 [HP QuickWeb ] からは使用できませ 

ん。 
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無線ネットワークのセットアップ 

このセクションでは、無線機能を搭載したコンピューターを使用した、標準的な家 
庭または小規模オフィスの無線ネットワーク（無線ローカルエリアネットワーク 
(無線 LAN ) とも呼ばれます）のセットアップに必要な手順について説明します。 

無線ネットワークをセットアップしてインターネットに接続するには、以下の機器 
が必要です。 

■ インターネットサービスプロバイダー （ ISP ) から購入した、ブロードバンド 
モデム （ DSL またはケーブル）および高速インターネットサービス 

■ 無線 ルーター （別売） 

■ お使いの無線コンピュ'ータ'一 

以下に、インターネットおよび有線コンピュ'ータ'一に接続した無線ネットワ'ークの 
全体図の例を示します。ネットワークの規模の拡大に応じて、追加の無線コンピュー 
ターおよび有線コンピューターをネットワークに接続してインターネットにアクセ 
スできます。 



コンピューター 

(オプション） 


* 取り付け手順は製造元によって異なります。 


基本操作ガイド 


23 










第 5 章ネットワーク 


手順1:高速インターネットサービスの購入 

すでに高速インターネットサービス （ DSL 、 ケーブル、または衛星通信）を使用し 
ている場合は、「手順2 :無線ルーターの購入および設置」を参照します。これから 
高速インターネットサービスを使用する場合は、以下の手順で操作します。 

1. コンピューターをお使いの地域のインターネットサービスプロバイダー ( ISP ) 
に問い合わせて、高速インターネットサービスおよび DSL またはケーブルモデ 
ムを購入します。 ISP によっては、モデムをセットアップし、ネットワークケー 
ブルを取り付けて無線コンピュ^ータ'一をモデムに接続し、インタ^ーネットサ^一 
ビスをテストするまでの手順をすべてサポートしている場合もあります。 

2. ISP から、インターネットにアクセスするためのユーザー ID およびパスワード 
が提供されます。これらの情報を書き留めて、安全な場所に保管しておいてく 
ださい。 

手順2 :無線ルーターの購入および設置 

お使いの無線コンピュ^ータ'一を使用して無線ル^ータ'一を設置する場合は、このセク 
シヨンに記載されている内容をよく読んでから、ルーターの製造元の説明書に沿っ 
て作業してください。ルーターの設置中に技術的なサポートが必要な場合は、ルー 
ターの製造元に問い合わせてください。 


ル 1 ータ 1 一に付属のネットワークケ 1 ーブルを使用して、新しい無線コンピュ 1 ータ 1 一を一時 
的にル 1 ータ 1 一に接続することをおすすめします。これにより、コンピュ 1 ータ 1 一がインター 
ネットに接続できるかどうかを確認できます。 


[HPQuickWeb] を有効にすると、コンピューターの電源を入れるたびに [HP QuickWeb] が 
起動します。以降のセクションは、 [HP QuickWeb] を有効にしていることを前提にしてい 
ます。 [HP QuickWeb] を無効にするには、「第 3 章 [HP QuickWeb] の使用（一部のモデルの 
み)」を参照してください。 


1. コンピューターの電源がオフの場合、オンにします。 [HP QuickWeb] の [Home] 
(ホーム）画面が表示されます。 [Windows の起動] アイコンの上の自動タイマー 
のカウンターがゼロになるまで待つか、 [HP QuickWeb] の [Home] 画面の左端に 
ある [Windows の起動] アイコンをクリックして、 Windows オペレーティングシ 
ステムを起動します。 

[HP QuickWeb] のタイマーおよびタイマーの設定変更について詳しくは、 [HP 
QuickWeb] のヘルプを参照してください。 
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2. コンピューター本体の無線ランプが消灯していることを確認します。無線デバ 
イスがオンの場合は、無線ボタンを押すか無線スイッチをスライドさせて（お 
使いのモデルのコンピューターによって異なります）、無線機能をオフにしま 
す。無線ランプ、無線ボタン、または無線スイッチの位置を確認したい場合は、 
[ヘルプとサポ ー ト] の [ユー ザ ー ガイド] から『ュ^ーザ^ーガイド』を参照してく 
ださい。 

3. ルーターを設置中に、ルーターの製造元のソフトウェアを使用すると、ネット 
ワーク名 （ SSID ) を変更してセキュリティを有効にすることで、無線ネット 
ワークのプライバシーを保護できます。多くのルーターは、工場出荷時に初期 
設定のネットワーク名が指定されており、セキュリティは無効になっています。 
ルーターのセットアップ時に初期設定のネットワーク名を変更したり、セキュ 
リティを有効にしたりする場合はその情報を書き留め、安全な場所に保管して 
おいてください。 コン ピュ'ータ'一およびその他の既存の コン ピュ'ータ'一をル'一 
ターにアクセスするように設定する場合に、この情報が必要です。 

%セキュリティを有効にしない場合、許可されていない無線ューザーがコン 
ピューターのデータにアクセスしたり、知らない間にインターネット接続を使 
用したりするおそれがあります。 

Windows オペレーティングシステムにも、初めて無線ネットワークをセットアップ 
する場合に役立つツールがあります。 Windows のツールを使用してネットワークを 

セットアップするには、 [スタート]— > [コン トロ ール パネル] — [ネット ワークとイン 
ターネット] — [ネッ トワークと共有センター] — [新しい接続またはネットワークの 
セット アップ] — [新しい ネットワークのセット アップ ]—[ 次へ ] の順にクリックしま 
す。画面の説明に沿って操作します。 

手順3 :無線ネットワークに接続するためのコンピューターの設定 

1. コンピューターの電源がオフの場合、オンにします。 

2. 無線デバイスがオフの場合、無線ボタンを押すか無線スイッチをスライドさせ 
て（お使いのモデルのコンピューターによって異なります）、無線機能をオンに 
します。無線ランプ、無線ボタン、または無線スイッチの位置を確認したい場 
合は、 [ヘルプとサポ _ 卜] の [ュー ザ ー ガイド] から『ユ^ーザ^ーガイド』を参照 
してください。 
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Windows で、コンピューターを既存の無線ネットワークに接続するには、以下の手 
順で操作します。 


[ HPQuickWeb ] を有効に すると、 コンピューターの電源を入れるたびに [HP QuickWeb ] が 
起動し ます。 以降のセクションは、 [ HPQuickWeb ] を有効にしていることを前提にしてい 
ます。 [ HPQuickWeb ] を無効に する には、 「第 3章 [HP QuickWeb ] の使用（一部のモデルの 
み)」を参照してください。 


1. コンピューターの電源がオフの場合、オンにします。 [HP QuickWeb] の [Home] 
(ホーム）画面が表示されます。 [Windows の起動 ] アイコンの上の自動タイマー 
のカウンターがゼロになるまで待つか、 [HP QuickWeb] の [Home] 画面の左端に 
ある [Windows の起動 ] アイコンをクリックして、 Windows を起動します。 

[HP QuickWeb] のタイマーおよびタイマーの設定変更について詳しくは 、 [HP 
QuickWeb] のヘルプを参照してください。 

2. Windows が起動したら、タスクバーの右端にある通知領域の [ ネットワーク ] アイ 
コンをクリックします。 

3. 接続先のネットワークを選択します。 

4. [接続] をクリックします。 

5. 必要に応じて、セキュリティキーを入力します。 

[HP QuickWeb] で、コンピューターを既存の無線ネットワークに接続するには、以 
下の手順で操作します。 

1. コンピューターの電源がオフの場合、オンにします。 [HP QuickWeb] の [Home] 
画面が表示されます。 [Windows の起動 ] アイコンの上の自動タイマーのカウン 
ターがゼロになるまで待つか、 [HP QuickWeb] の [Home] 画面の左端にある 
[Windows の起動 ] アイコンをクリックして、 Windows を起動します。 

% [HP QuickWeb] の有効化について詳しくは、「第 3 章 [HP QuickWeb] の使用（一 

部のモデルのみ）」を参照してください。 

2. 通知領域の [ ネットワーク ] アイコンをクリックします。 

3. [Enable Wi-Fi] (無線 LAN を有効にする）チェックボックスにチェックを入れま 
す。接続したいネットワークを選択します。 

4. [接続] をクリックします。 

5. 必要に応じて、セキュリティキーを入力します。 
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有線ネットワークへの接続 

有線ネットワークに接続するには、 RJ -11 モデムケーブル（コンピューターには付 
属していません）または RJ -45 ネットワークケーブル（コンピューターには付属し 
ていません）が必要です。ケーブルにテレビやラジオからの電波障害を防止するノ 
イズ抑制コア❶が付いている場合は、コアが取り付けられている方の端❷をコン 
ピューター側に向けます。 



警告：火傷や感電、火災、機器の損傷を防ぐため、モデムケーブルまたは電話ケーブルを RJ -45 
(ネットワーク）コネクタに接続しないでください。 


1. ケーブルをコンピューター本体のコネクタに差し込みます❶。 

2. ケーブルのもう一方の端を壁面等の差し込み口に接続します❷。 
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無線ワイドエリアネットワーク（無線 WAN ) への接続 
(一部のモデルのみ） 

無線 WAN は、モバイルネットワーク事業者のサービスが利用できる場所であればど 
こからでも情報へアクセスできる無線技術です。無線 WAN では、各モバイルデバイ 
スはモバイルネットワーク事業者の基地局と通信します。モバイルネットワーク事 
業者は、地理的に広い範囲にネットワークの基地局（携帯電話の通信塔に似ていま 
す）を設置し、県や地域、場合によっては国全体にわたってサービスエリアを効率 
的に提供します。 


[HP QuickWeb ] でアクセスする前に、 Windows で無線 WAN サービスを有効にしておく必 
要があります。 


HP モバイルブロー ドバンドを使用する前に、モバイルブロー ドバンドデータサー 
ビス（モバイル通信事業者に別途申し込む必要があります）を有効にしておく必要 
があります。 [HP Connection Manager ] を使用してサービスを有効にできる場合があ 
ります。プロバイダーによっては、有効化された加入者識別モジュール （ SIM ) を 
入手する必要がある場合もあります。詳しくは、お使いのコンピューターに付属の 
HP モバイルブロー ドバンドに関する情報を参照してください。 

» Windows で、 [HP Connection Manager ] を使用して無線 WAN サービスを有効にす 

るには、[スタート]—[すべてのプログラム] — [HP Connection Manager]^[HP 
Connection Manager ] の順にクリックします。 

[HP Connection Manager ] の使用について詳しくは 、 [HP Connection Manager ] 

ソフトウエアのヘルプを参照してください。 
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[HP QuickWeb] で無線 WAN サービスを有効にするには、 Windows で無線 WAN サービ 
スを設定した後、以下の手順で操作します。 


[HP QuickWeb ] でアクセスする前に、 Windows で無線 WAN サービスを設定しておく必要 
があります。 


1. コンピューターの電源がオフの場合、オンにします。 [HP QuickWeb] の [Home] 
(ホーム）画面が表示されます。 

2. 通知領域の [ネッ トワーク] アイコンをクリックします。 

3. [ネッ トワーク 構成 ]ダイアログボックスの左側に表示される [WWAN (3G)] パネ 

ルをクリックします。 

4. [接続]をクリックします。 

詳しくは 、 [HP Connection Manager ] ソフトウエアのヘルプまたは無線 WAN プロバイダー 
が提供するソフトウェアヘルプを参照してください。 
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コンピューターには、プリインストールされているソフトウエアがあります。•'一部 
のモデルでは、付属のオプティカルディスクに追加のソフトウエアも収録されてい 
ます。 

コンピューター上のソフトウエアを使用して、以 t のものを含むさまざまなタスク 
を実行できます。 

■ デジタルメディア（オーディオ CD 、 ビデオ CD 、 オーディオ DVD 、 ビデオ DVD 、 
ブルーレイディスク ( BD ) など）の再生 

■ インターネットラジオの再生 

■ データ CD の作成（書き込み） 

■ オーディオ CD の書き込みおよび編集 

■ ビデオ DVD またはビデオ CD の書き込みおよび編集 

この章では、これらのタスクの一部を実行する方法について説明します。また、コ 
ンピューター上のソフトウエアの確認およびアップデート方法についても説明しま 
す 0 


インストール済みソフトウヱアの確認 

コンピュ'ータ'一にプリインスト ' ールされているソフトウエアの一*覧を表示するに 

は、 [ スタート ]—[ すべてのプログラム ] の順にクリックします。 


プログラムを開くには、プログラム名をクリックします。 


コンピューターに付属のソフトウェアの使用方法について詳しくは、ソフトウェアの製 
造元が提供する説明書を参照してください。説明書は、ソフトウェアに含まれているか、 
ディスクに収録されているか、製造元の Web サイトで提供されている場合があります。 


コンピューターのセキュリティを強化するため、 Windows には、 ユーザー アカウントの 
制御機能が含まれています。ソフトウェアのインストール、ユーティリティの実行、 
Windows の設定変更などを行う時に、ユーザーのアクセス権やパスワードの入力を求めら 
れる場合があります。詳しくは、 [ ヘルプとサボート ] を参照してください。 
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[HP MediaSmart] ソフトウェアの使用 

[HP MediaSmart ] を使用すると、コンピューターを持ち運び可能なェンターテイメン 
トツールとして利用できます 。 [HP MediaSmart ] を使用して、音楽や映画を楽しむ 
ことができます。また、撮りためた写真を管理したり編集したりすることもできま 
す。さらに 、 [HP MediaSmart ] には以下の機能も含まれています。 

■ インターネットテレビ：一部の国または地域にのみ提供されているサービスで 
す。インターネットに接続して、さまざまなテレビ番組やチャンネルを視聴し 
たり、コンピューターにストリーミング配信される HP-TV チヤンネルをフルス 
クリーンモードで楽しんだりできます。 

■ 写真および動画のアップロードに対応（以下に例を示します）： 

□ [HP MediaSmart ] の写真を、 Snapfish などのインターネット上の写真保存サ 
イトにアップロードできます。 

□ ホームビデオなどの動画（内蔵 Web カメラで撮影したお気に入り映像など） 
を YouTube に直接アップロー ドできます。 

[HP MediaSmart ] を起動するには、タスクバーの [ MediaSmart ] アイコンをクリックし 
ます。 

オプティカルディスクからのソフトウェアのインストール 

オプティカルディスクからソフトウエアをインストールするには、以下の手順で操 
作します。 


1. オプティカルドライブにディスクを揷入します。 


2. インストールウイザードが起動したら、画面の説明に沿って操作します。 

3. コンピューターの再起動を求められた場合は再起動します。 

コンピューターに付属しているソフトウエアの使用について詳しくは、ソフトウエアの製 
造元の説明書を参照してください。これらの説明書はソフトウエアに含まれていたり、 
ディスクに収録されていたり、または製造元の Web サイトで提供されていたりする場合が 
あります。 
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CD または DVD の作成（書き込み） 

お使いのコンピューターに CD - RW 、 DVD - RW 、 または DVD+RW ディスクをサポー 
卜するオプティカルドライブが搭載されている場合、 [ CyberLinkPower 2 Go ] などの 
ソフトウェアを使用して、データファイル、ビデオファイル、およびオーディオ 
ファイル （ MP 3 、 WAV などの音楽ファイル）を書き込めます。 


[CyberLink Power 2 Go ] ではオーディオ DVD を作成できません。 


CD または DVD に書き込むときは、以下のガイドラインを参考にしてください。 

■ ディスクに書き込む前に、開いているすべてのファイルを保存して閉じ、すべ 
てのプログラムを終了します。 

■ CD-RW や DVD-RW は、一般的にはデータファイルの書き込みや、変更できな 
い CD または DVD に書き込む前にオーディオや動画の記録をテストする場合に 
最適です。 

■ 通常、オーディオファイルを書き込む場合は、情報のコピー後は変更できない 
CD-R または DVD-R を使用するのが最適です。 

■ ホームステレオやカーステレオによっては CD-RW を再生できないものもある 
ため、音楽 CD の書き込みには CD-R を使用します。 

■ ホームシステムで使用される DVD プレーヤーは、 通常、 すべての DVD フォー 
マツ トに対応しているわけではありません。対応している フォ^ーマツ トの 一覧 
については、 DVD プレーヤーに付属の説明書を参照してください。 

■ MP 3 ファイルは他の音楽ファイル形式より必要とするファイルのサイズが小さ 
く、 MP 3 ディスクを作成するプロセスはデータファイルを作成するプロセスと 
同じです。 MP 3 ファイルは、 MP 3 プレーヤーまたは MP 3 ソフトウェアがインス 
トールされているコンピューターでのみ再生できます。 


CD または DVD にデータを書き込むには、以下の手順で操作します。 

1. 書き込むファイルを、ハ'ードドライブのフォルダ'一にダウンロ'ー ドまたはコ 
ピーします。 

2. 空の CD または DVD をオプティカルドライブに揷入します。 

3. [スタート] — [すべての プログラム] の順にクリックしてから、使用するプロダラ 
ムの名前をクリックします。 

4. データ、オーディオ、またはビデオなど、作成する CD または DVD の種類を選 
択します。 


基本操作ガイド 


33 



第 6 章ソフトウェアの使用 


5. [スタート] を右クリックし、 [エクスプローラーを開く] をクリックして、書き込 
むファイルを保存したフォルダーに移動します。 

6 . フォルダーを開き、空のオプティカルディスクを揷入したドライブにファイル 
をドラッグします。 

7 .選択したプログラムの説明に沿って書き込み処理を開始します。 


卜 注意：情報の損失またはディスクの損傷を防ぐため、以下の注意事項を必ず守ってください。 

■ ディスクに書き込む前に、コンピューターを安定した外部電源に接続します。コンピュー 
ターがバッテリ電源で動作しているときは、ディスクに書き込まないでください。 

■ ディスクに書き込む前に、使用するディスクソフトウェア以外の開いているすべてのプロ 
グラムを閉じます。コピー元のディスクからコピー先のディスクへ、またはネットワークド 
ライブからコピー先のディスクへ直接コピーしないでください。コピー元のディスクまたは 
ネットワークドライブからハードドライブへコピーした後、ハードドライブからコピー先 
のディスクへコピーします。 

■ ディスクへの書き込みが行われている間は、コンピューターのキーボードを使用したり、コ 
ンピューターを移動したりしないでください。書き込み処理は振動の影響を受けやすい動作 
です。 


注意：著作権に関する警告に従ってください。コンピュータープログラム、映画や映像、放送 
内容、録音内容などの著作権によって保護されたものを許可なしにコピーすることは、著作権 
法に違反する行為です。コンピューターをそのような目的で使用しないでください。 


コンピユーターにインストール済みのソフトウェアのアップデート 

オペレーティングシステムを含め、ほとんどのソフトウェアは、製造元または提供元 
によって頻繁にアップデートされます。コンピューターが出荷された後で、コンピュー 
ターに付属するソフトウェアの重要なアップデートが行われる場合があります。 

アップデートの内容によっては、別売のソフトウェアや外付けデバイスへのコン 
ピューターの応答方法に影響を与える場合があります。アップデートの多くは、セ 
キュリティ機能を強化します。 

コンピュ^ータ^一をインタ^ーネットに接続したら、すぐにオペレ^ーティングシステム 
およびコンピューターにインストール済みの他のソフトウェアをアップデートしま 
す。インストール済みのソフトウェアをアップデートするリンクにアクセスするに 
は、 [ヘルプとサボート] を参照してください。ソフトウェアのアップデートについて 
は、各ソフトウェアのヘルプ等も参照してください。 
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オペレーティング システムに組み込まれている ツール および [HP Recovery 
Manager] (HP リカバリマネージヤー）ソフトウェアは、システムに障害が発生し 
た場合に、以下のタスクによって情報を保護および復元できるように設計されてい 
ます。 

■ 情報のバックアップ 

■ リカバリディスクの作成 

■ システムの復元ポイントの作成 

■ プログラムまたはドライバーの復元 

■ システム全体の復元 


リカバリディスクの作成 


システムに深刻な障害が発生した場合や動作が不安定になった場合にシステムをエ 
場出荷時の状態に復元できるようにするために、リカバリディスクを作成しておく 
ことをおすすめします。リカバリディスクは、コンピューターを最初にセットアッ 
プした後、なるべく早く作成してください。 


一部のモデルのコンピューターでは、このタスクを実行するために別売の外付けオプ 
ティカルドライブが必要です。外付けオプティカルドライブは、ハブやドッキングス 
テーシ ヨンなどの外付けデバイスの USB コネクタではなく、コンピューター本体の USB コ 
ネクタに接続する必要があります。 


これらのディスクの扱いには注意して、安全な場所に保管してください。ソフトウェ 
アを使用して作成できるリカバリディスクは、1セットのみです。 

リカバリディスクを作成する前に以下のガイドラインをお読みください。 

■ 高品質な DVD-R、DVD+R、BD-R (書き込み可能なブルーレイ）、または CD-R 
ディスクを用意する必要があります。これらのディスクはすべて別売です。 DVD 
には、 CD よりはるかに大きな容量を書き込むことができます。 CD を使用する 
と最大20枚のディスクが必要になる場合でも、 DVD では数枚のみで済みます。 

[HP Recovery Manager ] ソフトウェアは、2層記録対応のディスクおよび書き換え可能な 
ディスク （ CD - RW 、 DVD 土 RW 、 BD-RE (再書き込み可能なブルーレイ）ディスクなど） 
に対応していません。 
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■ リカバリディスクの作成中はコンピューターを外部電源に接続しておく必要 
があります。 

■ 1台のコンピューターにつき、リカバリディスクは1セットのみ作成できます。 

■ コンピューターの オプティカルドライブにディスクを揷入する前に、各ディス 
クに番号を付けておきます。 

■ 必要に応じて、リカバリディスクの作成が完了する前にプログラムを終了させ 
ることができます。次回 [HP Recovery Manager ] を開くと、ディスク作成プロ 
セスを続行するかどうかを確認するメッセージが表示されます。 

リカバリディスクを作成するには、以下の手順で操作します。 

1. [スタート]—[すべてのプログラム ]— [Recovery Manager ]— [リカバリディスク 

作成] の順にクリックします。 

2. 画面の説明に沿って操作します。 

情報のバックアップ 

新しいソフトウェアを追加したりデータファイルを作成したりするにつれて、定期 
的にシステムをバックアップしてなるべく新しいバックアップを作成しておく必要 
があります。システムのバックアップは以下のタイミングで行います。 

■ 定期的な間隔 

情報を定期的にバックアップするようにリマインダーを設定します。 

■ コンピューターを修復または復元する前 

■ ハードウェアまたはソフトウェアを追加/変更する前 
バックアップする場合、以下の点に注意してください。 

■ Windows の [システムの復元] 機能を使用してシステムの復元ポイントを作成し、 
定期的にディスクにコピーします。 

■ 個人用ファイルを [ドキュメント] ライブラリに保存し、定期的にバックアップし 
ます。 

■ 関連付けられたプログラムに保存されているテンプレートをバックアップしま 
す 0 
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■ カスタマイズされているウインドウ、ツ^ールバ^一、またはメニュ^ーバーの設定 
のスクリーンショット（画面のコピー）を撮って保存します。設定をリセット 
する必要がある場合、スクリーンショットを撮っておくと時間を節約できま 
す。 

画面を コピーしてワープロ 文書などに貼り付けるには、以下の手順 で 操作しま 
す0 


a . 画面を表示します。 

b . 表示されている画面を、クリップボードに画像としてコピーします。 
アクティブなウィンドウのみをコピーするには、 [ alt ] + [ fn ] + [prt sc ] キーを 
押します。 

画面全体をコ ピーす るには、 [ fn ] + [ prtsc ] キーを押します。 

c . ワープロソフトなどの文書を開くか新しく作成して、 [編集]—[貼り付け] の 
順にクリックします。 

d . 文書を保存します。 

■ 情報は、別売の外付けハードドライブ、ネットワークドライブ、またはディス 
クにバックアップできます。 

■ ディスクにバックアップする場合、次の種類のディスク（別売）を使用できま 
す。 CD - R 、 CD - RW , DVD + R 、 DVD - R 、 または DVD 土 RW 。 使用できるデイス 
クの種類は、お使いのコンピューターに取り付けられているオプティカルドラ 
イブの種類によって異なります。 

DVD は CD より大きい容量を扱うことができるため、これらを使用すると、バックアップ 
に必要なリカバリディスクの数を減らすことができます。 

■ ディスクにバックアップする場合、 コンピューターの オプティカルドライブに 
ディスクを揷入する前に、各ディスクに番号を付けておきます。 
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Windows の [バックアップと 復元]の使用 

Windows の [バック アップと復元] を使用してバックアップを作成するには、以:^の手 
順で操作します。 

お使いのコンピューターが外部電源に接続されていることを確認してから、バックアップ 
処理を開始してください。 


ファイルのサイズやコンピューターの処理速度によっては、バックアップ処理に1時間以 
土かかることがあります。 

1. [スタート]— [ すべてのプログラム ] — [メンテナンス] — [ バックアップと復元 ] の 

順にクリックします。 

2. 画面の説明に沿って操作し、バックアップを設定および作成します。 

コンピューターのセキュリティを強化するため、 Windows には、ユーザーアカウントの 
制御機能が含まれています。ソフトウェアのインストール、ユーティリティの実行、 
Windows の設定変更などを行うときに、ユーザーのアクセス権やパスワードの入力を求め 
られる場合があります。詳しくは、 [ヘルプとサボート] を参照してください。 


システムの復元ポイントの使用 

システムをバックアップすると、システムの復元ポイントが作成されます。システ 
ムの復元ポイントを使用して、特定の時点のハードドライブのスナップショットに 
名前を付けて保存できます。その後に適用されたシステムの変更を元に戻す場合に、 
その時点に復元することができます。 


以前の復元ポイントに復元しても、最後の復元ポイントの設定後に保存されたデータ 
ファイルや作成された電子メールには影響を与えません。 


また、システムファイルおよび設定の保護を強化するために、復元ポイントを追加 
することもできます。 
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復元ポイントの作成が必要なとき 

■ ソフトウエアやハードウエアを追加または大幅に変更する前 

■ システムが最適な状態で動作しているとき（定期的に設定します) 


復元ポイントまで復元した後で、その操作を元に戻すこともできます。 

システムの復元ポイントの作成 

1. [スタート]—[コントロールパネル] — [システムとセキュリティ ]— [システム] の 

順にクリックします。 

2. 左側の枠内で、 [システムの保護] をクリックします。 

3. [システムの保護] タブをクリックします。 

4. [保護設定] の下で、復元ポイントを作成するディスクを選択します。 

5. [作成] をクリックします。 

6. 画面の説明に沿って操作します。 

以前の日付および時刻への復元 

正常に機能していた時点に作成した復元ポイントへ設定を戻すには、以下の手順で 
操作します。 

1. [スタート]—[コントロールパネル]—[システムとセキュリティ ]— [システム] の 

順にクリックします。 

2. 左側の枠内で、 [システムの保護] をクリックします。 

3. [システムの保護] タブをクリックします。 

4. [システムの復元] をクリックします。 

5. 画面の説明に沿って操作します。 
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復元の実行 


ファイルの復元は、以前バックアップを行ったファイルに対してのみ可能です。お使いの 
コンピューターをセットアップしたらすぐに 、 [HP Recovery Manager ] を使用してリカバ 
リディスク（ドライブ全体のバックアップ）を作成することをおすすめします。 


[HP Recovery Manager ] ソフトウエアを使用すると、システムに障害が発生した場 
合 または 動作が不安定に なった 場合に、システムを修復 または 復元で きます。 [HP 
Recovery Manager ] は、作成したリカバリディスク または ハードドライブ上の専用 
の復元用パーティション（一部のモデルのみ）から実行で きます。 ただし、コン 
ピューターにソリッドステートドライブ （ SSD ) が搭載されている場合、復元用 
パーティションが存在し ない 可能性が あります。 その場合、コンピューターにはリ 
カバリディスクが付属して います。 オペレーティングシステムおよびソフトウエア 
を復元するには、このディスクを使用し ます。 


% Windows には、 [システムの復元] 機能などの独自の修復機能が組み込まれています。これ 
らの機能をまだ試していない場合は 、 [HP Recovery Manager ] を使用する前に試してくだ 
さい。これらの修復機能について詳しくは、 [スタート]—[ヘルプとサボート] の順にクリッ 
クしてください。 


工場出荷時の時点でプリインストールされたソフトウエアのみが 、 [HP Recovery Manager ] 
によって復元されます。このコンピューターに付属していないソフトウエアは、製造元の 
Web サイトからダウンロードするか、または製造元から提供されるディスクから再インス 
トールする必要があります。 


リカバリディスクを使用した復元 

リカバリディスクからシステムを復元するには、以下の手順で操作します。 

1. すべての個人用ファイルをバックアップします。 

2. 最初のリカバリディスクをオプティカルドライブに揷入し、コンピューターを 
再起動します。 

3. 画面の説明に沿って操作します。 
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ハードドライブのパーティションを使用した復元（一部のモデルのみ） 

一部のモデルでは、 [スタート] メニューまたは [ fll ] キーを押して起動できる [HP 
Recovery Manager ] を使用して、ハードドライブのパーティションから復元を実行 
できます。復元を実行すると、コンピューターのハードドライブの内容が工場出荷 
時の状態に戻ります。 


コンピューターに SSD が 搭載され ている 場合、復元用 パーティションが 存在し ない 可能性 
があります。コンピューターに 復元用 パーティションが 存在し ない 場合、以下の方法に 
よる 復元は できません。パーティションが 存在し ないコンピューターには、リカバリディ 
スタが付属しています。オペレーティングシステムおよびソフトウェアを 復元す るには、 
これら の ディスクを 使用 します。 


パーティションから復元を実行するには、以下の手順で操作します。 

1. 以下のどちらかの操作を行って、 [HP Recovery Manager ] にアクセスします。 

□ [スタート]—[すべてのプログラム] 4[ R ec0V ery Manager ] — [リカバリマ 

ネージヤー] の順にクリックします。 

または 

a . コンピューターを起動または再起動し、画面の下に [Press the ESC key for 
Startup Menu ] というメッセージが表示されている間に [ esc ] キーを押しま 
す。 

b . [ fll ] キーを押して [HP Recovery ] を起動します。 

[HP Recovery Manager ] がロー ドされるには数分かかる場合があります。 

2. [Recovery Manager ] ウインドウの [システムの復元] をクリックします。 

3. 画面の説明に沿って操作します。 
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ディスプレイの清掃 


注意：コンピューターが完全に機能しなくなるおそれがありますので、水、クリーニング液、 
または化学薬品をディスプレイにかけないでください。 


汚れやほこりを取り除くため、糸くずの出ない、軽く湿らせた柔らかい布を使用し 
て定期的にディスプレイを清掃します。汚れが落ちにくい場合は、軽く湿らせた静 
電気防止の拭き取り用の布や静電気防止の画面用クリーナーを使用します。 

タッチパッドおよびキーボードの清掃 

タッチパッドにごみや脂が付着していると、ポインターが画面上で滑らかに動かな 
くなる場合があります。これを防ぐには、軽く湿らせた布でタッチパッドを定期的 
に清掃し、コンピューターを使用するときは手をよく洗います。 


/ K 警告：感電や内部コンポーネントの損傷を防ぐため、掃除機のアタッチメントを使用してキー 
ボードを清掃しないでください。キーボードの表面に、掃除機からのごみくずが落ちてくるこ 
とがあります。 


キーが固まらないようにするため、また、キーの下に溜まったごみや糸くず、細か 
いほこりを取り除くために、キーボードを定期的に清掃します。圧縮空気が入った 
ストロー付きの仿を使用してキーの周辺や下に空気を吹き付けると、付着したごみ 
がはがれて取り除きやすくなります。 

持ち運びおよび送付 

最適な状態で使用するには、持ち運びおよび送付に関する以下の情報をお読みくだ 
さい。 

■ コンピューターを持ち運んだり荷物として送ったりする場合は、以下の準備を 
行います。 

1. 情報をバックアップします。 

2. すべてのオプティカルディスク、およびメディアカードや ExpressCard など 
のすベての外付けメディアカードを取り出します。 
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第 8 章コンピューターの手入れ 


A 注意：コンピューターやドライブの損傷、または情報の損失を防ぐため、ドライブベイ 
~からのドライブの取り外し、ドライブの保管、送付、持ち運びなどを行う前に、ドライブ 
からメディアを取り出します。 

3. すべての外付けデバイスをオフにして、コンピューター本体から取り外しま 
す。 

4. コンピュ^ー タ'一をシャットダウンします。 

■ 情報のバックアップコピーの予備を1部作成して、持参してください。バック 
アップはコンピューターと別の場所に保管してください。 

■ 飛行機に乗る場合などは、コンピューターを手荷物として持ち運び、他の荷物 
と一緒に預けないでください。 

A 注意：ドライブを磁気に近づけないようにしてください。磁気を発するセキュリティ装置 
~には、空港の金属探知器や金属探知棒が含まれます。空港の機内持ち込み手荷物をチェッ 
クするベルトコンベアなどのセキュリティ装置は、磁気ではなく x 線を使用してチェック 
を行うので、ドライブには影響しません。 

■ 航空会社によっては、機内でのコンピューターの使用が制限されることがあり 
ます。機内でコンピューターを使用する場合は、使用できるかどうかを航空会 
社にあらかじめ確認してください。 

■ 2週間以上コンピューターを使用せず、外部電源から切り離しておく場合は、 
バッテリパックを取り外して別々に保管します。 

■ コンピューターまたはドライブを荷物として送る場合は、緩衝材で適切に梱包 
し、梱包箱の表面に「コワレモノー取り扱い注意」と明記してください。 

■ コンピューターに無線デバイスまたは携帯電話機能 （802.llb/g デバイス、 GSM 
(Global System for Mobile Communications) デバイス、 GPRS (General Packet Radio 
Service) デバイスなど）が搭載されている場合、特定の環境において、これら 
のデバイスの使用が制限される可能性があります。たとえば、航空機内、病院 
内、爆発物付近、および危険区域内です。特定の装置の使用制限に関する方針 
が不明な場合は、装置に電源を入れる前に承諾を得てください。 

■ コンピューターを持って国外へ旅行する場合は、次のことを行ってください。 

□ 滞在先の国の通関手続きを確認してください。 

□ 滞在する国に適応した電源コードを、滞在する国の HP 製品販売店で購入し 
てください。電源コードは、各国または地域の規格に合ったものを使う必要 
があります。 

警告：感電、火災、装置の損傷などを防ぐため、コンピューターを外部電源に接続すると 
きに、家電製品用に販売されている電圧コンバーターは使用しないでください。 
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付録 A トラブルシューティング 


トラブルシューティング情報 

お使いのコンピューターに問題が発生した場合は、問題が解決するまで記載されて 
いる順に以下のトラブルシューティングを実行してください。 

■ この章の「クイックトラブルシューティング」を参照します。 

■ [ヘルプとサポート] から、 Web サイトへのリンクやコンピュ'ータ'一に関する詳し 
い情報にアクセスします。アクセスするには、 [スタート]—[ヘルプとサボート] 
の順にクリックします。 

診断ツールおよび修復ツールの多くを実行するにはインターネット接続が必 
要ですが、 [ヘルプとサボート] のようにコンピューターがオフラインの状態で 
問題を解決できるツールもあります。 

クイックトラブルシューティング 

コンピューターが起動しない場合 

電源ボタンを押してもコンピューターが起動しない場合、問題の解決に以下の情報 
が役立つことがあります。 

■ コンピューターが電源コンセントに接続されている場合は、電源コンセントに 
別の電化製品を接続してみて、コンセントから電力が正しく供給されているこ 
とを確認、します。 


このコンピューターに付属の AC アダプター、または HP によってこのモデルでの使用が許 
可されている AC アダプターのみを使用してください。 


■ コンピューターがバッテリ電源で動作しているか、電源コンセント以外の外部 
電源に接続されている場合は、 AC アダプターを使用してコンピューターを電源 
コンセントに接続します。電源コードおよび AC アダプターがしっかりと接続さ 
れていることを確認します。 
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付録 A トラブルシューティング 


コンピューターの画面に何も表示されない場合 

コンピューターが起動していて電源ランプが点灯していても、画面に何も表示され 
ない場合は、コンピューター本体のディスプレイに画像が表示される設定になって 
いない可能性があります。コンピューター本体のディスプレイに画面表示を切り替 
えるには、 [ f 4] キーを押します。 


一部のモデルのコンピューターでは、 [ f 4] キーと同時に [ fn ] キーを押す必要がある場合があ 
ります。 


ソフトウェアが正常に動作しない場合 

ソフトウェアが応答しない場合や正常に動作しない場合は、以下の操作を行います。 

■ [スタート]—[シャツトダウン] ボタンの隣の矢印— [再起動] の順にクリックし 

て、コンピュ^ータ^一を再起動します。 

この手順を使用してもコンピューターを再起動できない場合は、「コンピュー 
ターが起動しているが、応答しない場合」を参照してください。 

■ ウイルススキャンを実行します。コンピューターでのウイルス対策ソフトウェ 
アの使用方法について調べるには、「第4章コンピューターの保護」の「ウイル 
スからのコンピューターの保護」を参照してください。 

コンピューターが起動しているが、応答しない場合 

コンピュ'ータ'一が起動していても、ソフトウェアやキ'ーボ'ードコマンドに応答しな 
い場合は、シャットダウンできるまで、記載されている順に以下の緊急停止手順を 
試してください。 

/\ 注意：緊急停止手順を使用すると、保存されていない情報は失われます。 

■ 電源ボタンを5秒程度押したままにします。 

■ コンピューターを外部電源から切り離し、バッテリを取り外します。 
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付録 A トラブルシューティング 


コンピューターが異常に熱くなっている場合 

使用中のコンピューターは、通常、触ると温かくなっています。ただし、コンピュー 
ターが異常に熱くなっている場合は、通気孔がふさがっているためにコンピュー 
ターの温度が上がりすぎている可能性があります。 

コンピューターの温度が上がりすぎていると考えられる場合は、コンピューターの 
温度が室温と同じくらいになるまで待ちます。次に、すべての通気孔の周囲に障害 
物がない状態でコンピューターを使用していることを確認します。 


/ K 警告：火傷やコンピューターの過熱を防ぐために、ひざの上に直接コンピューターを置いて使 
用したり、通気孔をふさいだりしないでください。コンピューターは、机のようなしっかりと 
した水平なところに設置してください。通気を妨げるおそれがありますので、隣にプリンター 
などの表面の硬いものを設置したり、枕や毛布、または衣類などの表面が柔らかいものを敷い 
たりしないでください。また、 AC アダプターの動作中に長時間 AC アダプターを皮膚、または 
枕や毛布、衣類などの表面が柔らかいものに接触させないでください。お使いのコンピューター 
および A し / ダプターは、 International Standard ror safety of Information Technology Equipment 
(IEC 60950) で定められた、ユーザーが触れる表面の温度に関する規格に準拠しています。 


内部コンポーネントを冷却して過熱を防ぐため、コンピューターのファンは自動的に作 
動します。操作を行っているときに内部ファンが回転したり停止したりしますが、これ 
は正常な動作です。 


外付けデバィスが動作しない場合 

外付けデバイスが通常どおりに動作しない場合は、以下の作業を行います。 

■ デバイスの説明書の手順どおりに、デバイスをオンにします。 

■ デバイスを接続するケーブルがすべてしっかりと接続されていることを確認し 
ます。 

■ デバイスに十分な電力が供給されていることを確認します。 

■ デバイス（特に旧型の場合）がオペレーティングシステムに対応していること 
を確認します。 

■ 適切なデバイスドライバーがインストールされ、最新の状態にアップデートさ 
れていることを確認します。 
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付録 A トラブルシューティング 


コンピューターを無線ネットワークに接続できない場合 

コンピューターを無線ネットワークに正しく接続できない場合は、以下のことを行 
います。 


社内ネットワークに接続する場合は、 IT 管理者に問い合わせてください。 


■ [スタ_ 卜] — [コン トロー ルパネル] — [ネットワ ー クとインタ ー ネット]—[ネッ 
トワー クと共有センタ ー ]— [問題の トラ ブル シューティ ング]の)噴にクリックし 
て、画面の説明に沿って操作します。 

■ コンピューターの無線デバイスがオンであることを確認します。 

■ コンピューターの無線アンテナの周囲に障害物がないことを確認します。 

■ ケーブルまたは DSL モデムおよびそれらの電源コードが正しく接続されており、 
ランプが点灯していることを確^:します。 

■ 無線ルーターまたはアクセスポイントが正しく電源アダプターおよびケープ 
ルまたは DSL モデムに接続されており、ランプが点灯していることを確認しま 
す 。 

■ すべてのケーブルをいったん取り外してから再び接続し、電源をいったん切つ 
てから再び投入します。 


無線技術について詳しくは、 [ヘルプとサポ _ 卜] の情報と Web サイトへのリンクを参照し 
てください。 


%モバイルブロードバンド無線サービス（一部のモデルのみ）を有効にする方法に ついて 
は、コンピューターに付属のモバイルネットワーク事業者に関する情報を参照してくだ 
さい。 
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付録 B 仕様 


作業環境 

次の表には、コンピューターをさまざまな環境で使用したり運搬したりする場合に 
役立つ、作業環境に関する情報を記載します。 


動作保証温度 

動作時（オプティカルディスク書き込み中） 5〜 35°C 

非動作時 -20 〜 60°C 

相対湿度（結露しないこと） 

動作時 10〜90% 

非動作時 5〜95% 

最大標高（非与圧） 

動作時 -15 〜3,048 m 

非動作時 -15 〜12,192 m 


入力電源 

ここで説明する電源の情報は、コンピューターを国外で使用する場合に役立ちます。 

コンピューターは、 AC 電源または DC 電源から供給される DC 電力で動作します。コ 
ンピューターは単独の DC 電源で動作しますが、コンピューターの電力供給には、こ 
のコンピューター用に HP により提供および認可されている ACT ダプターまたは 
DC 電源のみを使用する必要があります。 

お使！/ヽのコンピューターは、以下の仕様の DC 電力で動作できます。 


入力電源 

定格 

動作電圧 

18.5 V DC または 19.0 V DC 

動作電流 

3.50 A、 4.74 A、 または6.50 A 


コンピューターの動作電圧および動作電流は、コンピューターの裏面の規定ラベルに記 
載されています。 
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